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9
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

安来市の誇る文化遺産として、古代からの「たたら製

鉄」と並び、中世の山城「月山富田城跡」があります。

月山に築かれた富田城は、山陰地方屈指の山城であ

り、戦国時代、中国地方に覇権を唱えた尼子氏の居城と

してよく知られ、日本 100 名城や日本五大山城にも選

定されている、文化財的にも価値のある城跡です。市で

は、国の史跡にも指定されるこの貴重な城跡を、積極的

に保存・活用していくため、現在、「史跡富田城跡保存

管理計画」の策定に取り組んでいます。加えて、来訪者

の利便性を高める環境整備にも取り組んでいるところで

あり、史跡の観光資源としての付加価値も高め、観光地

としての魅力をさらに高めていきたいと考えています。

本年は５年に一度、富田城の主として長らく出雲国周

辺の地を治めていた尼子氏の末裔の皆さんが安来に集う

「尼子氏一族全国大集会」と「戦国尼子フェスティバル」

が開催される年です。中世において、富田城は出雲国の

政治・軍事の中心地であり、特に数代の城主を経た戦国

時代・尼子氏の治世には、山陰・山陽に大きな勢力を広

げ、繁栄を遂げました。そうした往時をしのび、武者行

列や鉄砲隊演武をはじめ、さまざまな催しを通して、勇

壮な戦国歴史絵巻を再現することとしています。

この歴史イベントが、安来市を「歴史・文化のまち」

としてより大きく発信する絶好の機会となることを期待

しております。皆さんもぜひ会場へ足をお運びいただ

き、戦国の歴史ロマンに浸ってみてください。

※４ページから、特集記事を掲載しています。

防火服を着てホースを持てば、心は
立派な消防士。水圧でホースが暴れな
いよう、先輩消防士さんに支えてもら
いながら、的に向かって放水開始。構
える姿もかっこいいよ。
・撮 影 日 ７月２８日
・撮影場所 安来市消防本部

（一日消防署体験学習）

今月の表紙
「楽しく放水体験」

まもなく開幕

戦国尼子フェスティバル

市内の中学生８人が７月３０日から４日間、姉妹都
ミリアン

市の韓国・密陽市を訪問。地元中学生との交流など国

際感覚を養いました。（写真は７月３０日出国前の面会）

長

信

市

短

２



安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
で
、
通
学
路
の
安
全
確
保
と
街

頭
犯
罪
の
発
生
抑
止
を
目
的
に
、
市
で
は

今
年
度
、
６
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
市
内
の

主
要
な
通
学
路
に
設
置
し
ま
す
。

こ
の
内
の
１
台
と
安
来
十
神
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
１
台
を
、
安

来
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
７
月
１１

日
、
関
係
者
や
十
神
小
学
校
児
童
ら
約
４０

人
が
集
ま
り
運
用
開
始
式
を
行
い
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
は
、
２４
時
間
稼
働
し
１４
日
間
分

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
再
生
で
き
る
機
能
を
搭

載
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
映
像
は

捜
査
機
関
か
ら
犯
罪
捜
査
な
ど
で
求
め
ら

れ
た
場
合
に
限
り
提
供
（
活
用
）
し
ま
す
。

中
学
生
に
医
療
現
場
に
つ
い
て
関
心
を

深
め
て
も
ら
い
、
医
療
従
事
者
を
目
指
す

人
材
を
育
成
す
る
目
的
で
７
月
２３
日
か
ら

８
月
２８
日
ま
で
の
内
６
日
間
、
安
来
市
立

病
院
・
安
来
第
一
病
院
・
安
来
市
医
師
会

病
院
で
職
場
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

７
月
３０
日
実
施
の
安
来
市
立
病
院
に
は

８
人
が
参
加
。
検
査
室
や
薬
局
な
ど
病
院

施
設
の
見
学
、
車
い
す
介
助
な
ど
の
看
護

体
験
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
か
ら
医
療
職

を
目
指
す
き
っ
か
け
話
や
体
験
談
を
聞
き

意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
医
療
の
仕
事
を

身
近
に
知
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

切
川
地
区
に
建
設
予
定
の
安
来
市
民
会
館

（
仮
称
）
の
基
本
計
画
策
定
に
向
け
、
広
く

市
民
の
意
見
を
募
り
参
考
と
す
る
た
め
７
月

２８
日
、
安
来
商
工
会
議
所
で
第
１
回
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
全
３
回
）
を
開
催
し
ま

し
た
。

第
１
回
に
は
、
吹
奏
楽
や
演
劇
に
携
わ
る

中
学
・
高
校
生
や
一
般
市
民
ら
３７
人
が
参

加
。
３
班
に
分
か
れ
、「
市
民
会
館
の
使
命
・

事
業
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
を
出
し
合
い
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と

あ
わ
せ
ま
と
め
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
今
後
９
月
１
日
㈰

と
２３
日
㈪
㈷
に
開
催
し
、
市
民
会
館

の
施
設
機
能
や
運
営
方
法
な
ど
を
話

し
合
う
予
定
で
、
集
約
さ
れ
た
意
見

は
、
基
本
計
画
を
検
討
す
る
建
設
検

討
委
員
会
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

新しい市民会館のあり方について意見交換

市民の視点を基本計画づくりに生かします

安安来来市市民民会会館館（（仮仮称称））「「市市民民ワワーーククシショョッッププ」」ががススタターートト

さまざまな立場から、市民会館で行っ
てほしいことや、してみたいことなど
を付せんに書き出していく参加者。

街街頭頭防防犯犯カカメメララをを設設置置

通学路の安全確保と防犯に一役

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを

お伝えします

安来中央交流センターに設置し
た防犯カメラ２台（右）。
スイッチを押して防犯カメラを
稼働させる関係者（上）。

地域医療を目指す人材を育てます
市内の中学生約５０人が参加

中中学学生生がが医医療療現現場場をを体体験験

て
い
ね
い
に
足
を
洗
う
広
瀬
中
１

年
生
の
水
野
真
衣
さ
ん
（
左
）。
感

謝
の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
笑
顔
に
。
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尼
子
氏
が
出
雲
国
（
島
根
県
東

部
）
に
登
場
し
た
の
は
、
１
３
９
５

年
に
尼
子
持
久
が
京
極
氏
の
守
護
代

（
守
護
の
代
わ
り
に
現
地
を
治
め
る

人
）
と
し
て
富
田
城
に
入
城
し
た
の

が
始
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
清
貞
の
代
に
な
る
と
、
美
保

関
の
関
銭
徴
収
や
出
雲
東
部
の
国
人

を
お
さ
え
、
次
第
に
経
済
力
を
蓄

え
、
力
を
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

清
貞
の
子
・
経
久
が
家
督
を
継
ぐ

と
、
尼
子
氏
は
飛
躍
。
時
は
応
仁
の

乱
後
の
混
乱
期
で
、
幕
府
の
支
配
は

薄
れ
、
地
方
で
は
群
雄
が
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
国
大大
名名
をを
志志

第六回
戦国

子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

尼

い
ざ
開
幕
！

５年に一度の戦国時代絵巻が今開かれる

三日月公園河川敷特設ステージほか

戦国時代、広瀬町の月山富田城を本拠地に一大勢力を築いた尼

子氏。最盛期には、山陰・山陽あわせて１１カ国にまで勢力を伸ば

したといわれています。その尼子氏をしのび、５年に一度開かれ

る戦国尼子フェスティバルが、９月２９日にいよいよ開催されます。

中国地方で最強を誇った尼子軍が現代に復活。滋賀県甲良町、山

口県萩市、兵庫県上郡町など、全国から鎧武者や忍者などが集結し、

総勢約 300人の勇敢な武者行列が広瀬のまちを練り歩きます。

○行列順路…広瀬小学校→ＪＡやすぎひろせ支所→山陰合同銀行

広瀬出張所→市立病院→三日月公園

六子

山
陰
・
山
陽
１１
カ
国
に
覇
を

唱
え
た
戦
国
大
名
・
尼
子
氏

●問い合わせ…広瀬地域センター ℡２３‐３２０１

９月２９日㈰１０時００分～

◆

武者行列 １０時～１１時ごろまで

◆

一族法要 １０時３０分～

市内の特産品やうまいものが一堂に集結。

戦国尼子フェステ
ィバルを題材にし

た

戦国模様フォトコ
ンテストも同時開

催！
◆

尼子特産の陣・食の陣 １０時～

「戦国時代絵巻」、「六子によるライブ」、

「岡山城鉄砲隊による空砲射撃」など。

◆

ステージイベント １１時１０分～

尼子氏の偉業を称え、供養を盛大に

執り行います。

日時

場所

４



中
世
の
薫
り
が
色
濃
く
残
る
月
山

富
田
城
跡
は
、
日
本
五
大
山
城
に
数

え
ら
れ
て
い
る
名
城
で
す
。
こ
の
魅

力
あ
る
名
城
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
、
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

（
参
加
無
料
）

講
師

中
井
均
氏
（
滋
賀
県
立
大
学

人
間
文
化
学
部
教
授
）

日
時

９
月
１４
日
㈯
１４
時
〜
１６
時

場
所

安
来
節
演
芸
館

問
い
合
わ
せ

文
化
課

℡
２３‐

３
３
１
６

発
掘
調
査
さ
れ
た
山
城
の
実
態

を
、
出
土
遺
物
や
発
掘
調
査
時
の
写

真
な
ど
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
中

世
城
館
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

会
期

９
月
２１
日
㈯
〜
１１
月
１７
日
㈰

場
所
・
問
い
合
わ
せ

八
雲
立
つ
風

土
記
の
丘
（
松
江
市
）

℡
０
８
５
２‐

２３‐

２
４
８
５

悠
久
の
時
を
越
え
、
全
国
か
ら
尼

子
氏
ゆ
か
り
の
人
び
と
が
、
安
来
の

地
に
集
結
し
ま
す
。

日
時

９
月
２８
日
㈯
１７
時
〜

場
所

安
来
節
演
芸
館

※
会
員
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
瀬
地
域
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

３
２
０
１

尼
子
氏
の
再
興
に
命
を
賭
け
た
忠

義
の
臣
・
山
中
鹿
介
幸
盛
を
し
の
び
、

ゆ
か
り
の
地
・
月
山
を
巡
り
ま
す
。

期

日

９
月
２９
日
㈰
（
戦
国
尼
子

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
同
日
開
催
）

場
所

月
山
周
辺
（
広
瀬
町
））

●
鹿
介
ウ
オ
ー
ク

（
歴
史
コ
ー
ス
・
健健
康康
ココ
ーー
スス
））

月
山
登
山
。（
歴
史
コ
ー
ス
は
、

史
跡
ガ
イ
ド
に
よ
る
歴
史
案
内
付
）

開
会
時
刻

７
時
２０
分

●
幸
盛
マ
ラ
ソ
ン

（
月
山
登
頂
マ
ラ
ソ
ン
）

ふ
も
と
か
ら
頂
上上
まま
で
を
一
気
に

駆
け
登
り
ま
す
。（
表
彰
ああ
りり
）

開
会
時
刻

８
時
１０
分

※
い
ず
れ
も
受
付
は
６
時
５０
分
か
ら

安
来
市
立
歴
史
資
料
館
前
（
広
瀬
絣

セ
ン
タ
ー
横
）
に
て
。
登
頂
後
、
山

頂
で
抽
選
会
や
歴
史
講
話
な
ど
あ
り
。

下
山
後
、
三
日
月
公
園
に
移
動
。

※
参
加
無
料
。（
事
前
申
込
が
必
要
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
瀬
交

流
セ
ン
タ
ー

℡
３２‐

４
１
３
８

山
中
鹿
介
の
物
語
を
舞
台
化
。
配

役
は
市
民
か
ら
一
般
公
募
。

日
時

９
月
２１
日
㈯
・
２２
日
㈰
・
２３

日
㈪
㈷
各
１９
時
〜

会
場

安
来
節
演
芸
館
（
古
川
町
）

観
劇
料
金

無
料

問
い
合
わ
せ

安
来
節
演
芸
館

℡
２２８８‐‐

９
５
０
０

し
た
経
久
は
、
守
護
権
力
を
排
除
し

て
富
田
城
を
制
圧
す
る
と
、
出
雲
の

国
人
の
制
圧
に
努
め
、
１６
世
紀
初
め

に
、
出
雲
国
を
統
一
。
さ
ら
に
、
こ

の
勢
い
に
乗
じ
て
一
気
に
因
幡
（
鳥

取
県
西
部
）
・
伯
耆
（
鳥
取
県
東
部
）

安
芸
・
備
前
（
広
島
・
岡
山
県
の
一

部
）
方
面
に
進
出
し
、「
１１
州
の
太

守
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
勢
力
を
広
げ

て
い
き
ま
し
たた
。。

短
期
間
でで
のの
尼
子
氏
の
成
長
は
、

経
久
の
才
覚覚
はは
も
と
よ
り
、
美
保
関

の
関
銭
、
奥奥
出出
雲
の
砂
鉄
、
石
見
銀

山
な
ど
要要
所所
をを
手手
中
に
す
る
こ
と

で
、
経経
済済
力力
をを
増増
し
て
い
っ
た
た
め

で
す
。。
孫孫
のの
晴晴
久
の
代
に
な
る
と
最

盛
期期
をを
迎迎
ええ
、、
８
カ
国
の
守
護
や
幕

府
のの
要要
職職
にに
任任
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、
そ

のの
名名
をを
全全
国国
にに
響響
かか
せせ
まま
しし
たた
。。

尼
子
一
族
全
国
大
集
会

関
連
イ
ベ
ン
ト

山
城
講
演
会
「
富
田
城
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

市
民
参
加
演
劇

「
立
て
、
鹿
介
！
」

６ｔｈ ＳＥＮＧＯＫＵ ＡＭＡＧＯ ＦＥＳＴＩＶＡＬ

幸
盛
祭

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

企
画
展
「
山
城
の
世
紀
」

５



「
尼
子
さ
ん
（「
尼
子
氏
」
に
対

す
る
地
元
住
民
の
愛
称
）
や
月
山
富

田
城
は
、
安
来
市
だ
け
で
な
く
、
島

根
・
山
陰
の
大
き
な
観
光
資
源
と
な

り
う
る
も
の
で
す
」
と
述
べ
る
の

は
、
現
在
も
安
来
市
観
光
協
会
広
瀬

支
部
長
を
務
め
る
な
ど
、
長
年
、
安

来
市
の
観
光
振
興
に
携
わ
っ
て
き
た

長
島
会
長
。
今
回
の
戦
国
尼
子
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
賭
け
る
思
い
は
ひ
と

し
お
で
す
。

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
機
に
、
さ

ら
に
多
く
の
人
に
Ｐ
Ｒ
を
し
、
価
値

を
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
」。
こ
れ

ま
で
、
市
内
外
で
尼
子
氏
に
関
す
る

歴
史
講
座
や
手
づ
く
り
鎧
か
ぶ
と
教

室
な
ど
を
開
催
し
、
歴
史
豊
か
な
地

域
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
に
向
け
機
運
を
高

め
て
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
最

大
の
見
ど
こ
ろ
は
、
手

づ
く
り
の
鎧
か
ぶ
と
を

着
た
武
者
た
ち
が
ま
ち

中
を
練
り
歩
く
武
者
行

列
。
市
民
有
志
で
編
成

す
る
尼
子
武
者
隊
を
は

じ
め
、
鎧
づ
く
り
な
ど

で
交
流
を
深
め
た
滋
賀
・
兵
庫
・
山

口
な
ど
、
全
国
各
地
の
盟
友
が
安
来

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
そ
う
で
、「
総

勢
３
０
０
人
を
超
す
武
者
行
列
は
滅

多
に
な
い
こ
と
で
、
城
下
町
広
瀬
の

ま
ち
中
を
戦
国
武
者
た
ち
が
歩
く
光

景
は
、
往
時
を
再
現
し
た
よ
う
に
見

え
る
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

「
足
立
美
術
館
に
は
年
間
５０
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、
鑑
賞
後

は
、
そ
の
多
く
が
市
外
の
観
光
地
に

行
っ
て
し
ま
う
。
月
山
富
田
城
な
ど

尼
子
さ
ん
ゆ
か
り
の
史
跡
が
多
く
残

る
安
来
に
観
光
客
を
留
め
た
い
」。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
今
後
の
観
光

誘
客
の
呼
び
水
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

期
待
を
込
め
ま
す
。

インタビュー

戦
国
尼
子

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

つ
な
ぐ

鹿鹿
介介
にに
ああ
やや
かか
っっ
たた

願願
掛掛
けけ

第６回戦国尼子フェス

ティバル実行委員会

会長 長島進さん

き

づ
き

ふ
だ

祈

月

札

昨
今
は
歴
史
ブ
ー
ム
。
お
城
や
戦
国
武
将
な
ど
が

注
目
さ
れ
、
市
内
の
月
山
富
田
城
や
月
山
の
ふ
も
と

に
あ
る
市
立
歴
史
資
料
館
を
訪
れ
る
人
も
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
尼
子
家
の
家
臣
で
あ
る

山
中
鹿
介
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
る
な

ど
、
魅
力
あ
る
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
開
催
さ
れ
る
の
が
第
６
回
戦
国

尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
実
行
委
員
会
の
長
島
進
会

長
と
安
来
市
立
歴
史
資
料
館
の
金
子
義
明
館
長
の
お

二
人
に
、「
尼
子
氏
」
と
「
月
山
冨
田
城
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

戦
に
敗
れ
た
山
中
鹿
介
は
、
富
田

城
奪
還
と
尼
子
家
再
興
を
誓
い
、
三

日
月
に
「
我
に
七
難
八
苦
を
与
え
給

え
」
と
祈
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
不
屈
の
精
神
に
あ
や
か
り
、

祈
月
札
を
持
っ
て
月
山
・
太
鼓
の
壇

に
立
つ
山
中
鹿
介
像
に
祈
り
、
何
事

に
も
立
ち
向
か
う
勇
気
や
負
け
な
い

心
を
得
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

市
内
観
光
へ
の
呼
び
水
に
し
た
い

おお札札持持っってて月月山山にに行行ここうう！！

月月山山富富田田城城跡跡・・山山中中御御殿殿

●
販
売
価
格

１
枚
３
０
０
円
。

●
販
売
場
所

広
瀬
絣
セ
ン
タ
ー
、

観
光
交
流
プ
ラ
ザ
、
三
日
月
公
園

ふ
れ
あ
い
館

●
問
い
合
わ
せ

安
来
市
商
工
会
℡
３２‐

２
１
５
５

６



「
中
世
の
山
城
が
そ
の
ま
ま
残

り
、
何
よ
り
も
圧
倒
的
な
規
模
の
大

き
さ
に
驚
き
ま
し
た
」。学
生
時
代
、

趣
味
の
お
城
巡
り
で
訪
れ
た
月
山
富

田
城
に
衝
撃
を
受
け
た
と
い
う
金
子

館
長
。
そ
れ
か
ら
毎
年
足
を
運
ぶ
よ

う
に
な
り
、
と
う
と
う
都
内
か
ら
移

り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
と
笑
い
ま
す
。

と
り
こ

自
分
を
虜
に
し
た
城
の
魅
力
を
、

「
天
守
閣
な
ど
は
な
い
が
、
地
形
を

巧
妙
に
生
か
し
た
戦
う
た
め
の
工
夫

が
随
所
に
残
っ
て
い
る
。
政
治
経
済

に
重
き
を
置
く
の
で
は
な
く
、
戦
国

の
息
吹
が
残
る
戦
う
た
め
の
城
だ
か

ら
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

月
山
富
田
城
は
日
本
五
大
山
城
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
、
全
国
か
ら
歴
史

フ
ァ
ン
な
ど
が
訪
れ
る
名
城

で
す
。
し
か
し
、
市
内
で
の

知
名
度
は
今
ひ
と
つ
と
感
じ

て
い
る
金
子
館
長
は
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
し
て
尼
子

氏
や
お
城
に
も
触
れ
て
ほ
し

い
と
思
い
を
寄
せ
ま
す
。

「
安
来
市
に
は
月
山
富
田

城
と
い
う
一
級
品
の
史
跡
が

あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
。
ま
ず
は
自

分
で
歩
い
て
城
を
体
験
し
て
み
て
ほ

し
い
。
要
請
が
あ
れ
ば
、
普
段
行
か

な
い
場
所
で
も
案
内
し
ま
す
よ
」。

広
瀬
の
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
「
山

中
鹿
介
の
埋
蔵
金
を
探
せ
！
」
が
、

１２
月
１０
日
ま
で
開
催
中
で
す
。

●
参
加
方
法

イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
と
「
尼
子
の
里

の
ま
ち
あ
る
き
歩
き
マ
ッ
プ
」
を
手

掛
か
り
に
、
広
瀬
の
町
を
巡
り
、
看

板
や
伝
説
な
ど
か
ら
町
内
に
隠
さ
れ

て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
し
出
し
、

謎
を
解
き
明
か
し
ま
し
ょ
う
。
解
答

を
所
定
用
紙
に
記
載
し
応
募
す
る

と
、
抽
選
で
埋
蔵
金
（
市
の
特
産
品

な
ど
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
参
加
無
料
。

※
チ
ラ
シ
と
マ
ッ
プ
は
、
市
内
の
観

光
施
設
な
ど
に
設
置
。
安
来
市
観
光

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

安
来
市
観
光
協
会

℡
２３‐

７
６
６
７

戦
国
の
面
影
を
残
す
月
山
や
、
栄
枯
盛
衰
の
歴
史
を
物
語
る
尼
子
氏
の
史
跡
な
ど
、
市
内
に
溢
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

は
安
来
市
特
有
の
歴
史
的
財
産
で
す
。「
そ
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
」。
今
回
お
話
を
伺
っ
た
お
二
人
と
も
に

強
調
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
脈
々
と
受
け
継
い
だ
貴
重
な
財
産
を
後
世
に
つ
な
ぐ
た
め
に
も
、
今
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
で
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

月
山
富
田
城
の
魅
力
に
気
付
い
て

６６ｔｔｈｈ ＳＳＥＥＮＮＧＧＯＯＫＫＵＵ ＡＡＭＭＡＡＧＧＯＯ ＦＦＥＥＳＳＴＴＩＩＶＶＡＡＬＬ

安来市立歴史資料館

館長 金子義明さん

「山中鹿介の

埋蔵金を探せ！」

ままずずははチチララシシ（（右右））とと

ママッッププをを手手にに入入れれよようう

宝宝
探探
しし

謎謎
解解
きき

まま
ちち
ああ
るる
きき

７



現在のイエローバス（安来市広域生活バス）は、決まった時間に決まった路線
ていじていろせん

を運行する「定時定路線」型の運行形態をとっています。このため、バスを利用

するためには、最寄りバス停で乗り降りすることになります。

「自宅からバス停までが遠くて、買い物や病院の行き帰りが大変です」。高齢者の人からはこん

な声が寄せられています。自宅がバス停からおおむね 400メートル以上離れていると、バス利用

に不便を感じる割合が増えると言われており、こう配のある山間部ではさらに厳しい状況です。安

来市では、山間部を中心に全体の約２割の人がこれに該当します。

バス停や鉄道駅から半径 400メートルの範囲よりも外側にある地域や、バスが走行していない

地域は一般的に公共交通空白地域と呼ばれてい

ます。市では、こうした空白地域をできる限り

解消し、利便性の向上を図るため、現在、安来

市の公共交通について検討をしています。

バス停半径
４００㍍より
離れた所に
暮らす人の
割合（％）

７．１

２０．０

２０．０

３５．３

３３．４

２３．９

２１．２

１０．２

１８．４

３１．５

２５．９

２９．９

２０．３

３０．６

２８．４

３２．３

１８．９

人口（人）

９，３４２

４，６０８

４，０１７

１，５８０

１，８７９

１，５６２

１，８４２

３，８７０

４，５８７

１，２４４

１，２５７

７４９

１，６３７

１，５３０

９６９

８１７

４１，４９０

区域名

安来

赤江

荒島

飯梨

能義

大塚・吉田

宇賀荘

島田

広瀬

比田

布部

山佐

安田

母里

井尻

赤屋

市全体

地域

安来

広瀬

伯太

イイエエロローーババスス事事業業のの現現状状（（そそのの②②））

シリーズ ～公共交通を考える②～

※市のホームページでもご確認いただけます。

安来市の公共交通空白地域の状況

※人口は住民基本台帳をもとに算出。
（平成 25年 4月 30日時点）

バス停４００㍍圏域外居住者の割合

日常の移動や公共交通につい

て、ご意見をお寄せください。

●問い合わせ

市民参画課

℡２３‐３０６９

FAX２３‐３１５５
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私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
突

然
の
け
が
や
病
気
に
よ
っ
て
心
臓
や

呼
吸
が
止
ま
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
目
の
前
で
心
臓
や
呼
吸
が

止
ま
っ
た
人
に
遭
遇
し
た
ら
…
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
は
、
速

や
か
に
１
１
９
番
に
通
報
す
る
と
と

も
に
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
速
や

か
に
救
命
処
置
（
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
な
ど
）
を
実
施
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

「
現
場
に
居
合
わ
せ
た
市
民
」
↓

「
救
急
隊
」
↓
「
医
師
」。
こ
の
命
の

バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
「
救
命
の
リ

レ
ー
」
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
勇
気
を
持
っ

て
「
何
か
一
つ
」
で
も
行
動
に
移
し
、

救
命
の
第
１
走
者
と
し
て
、
リ
レ
ー

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

消
防
業
務
へ

の
理
解
や
消
防

に
関
す
る
知
識

・
技
術
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
を
目
的
に

７
月
２８
日
、
消
防
本
部
で
一
日
消
防

署
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
小
学
３
〜
６
年

生
の
約
５０
人
。
ロ
ー
プ
渡
り
、
は
し

ご
車
搭
乗
、
防
火
服
を
試
着
し
た
放

水
な
ど
の
体
験
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、

１
分
間
に
１
０
０
回
の
リ
ズ
ム
で
胸

骨
を
圧
迫
す
る
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

は
、
額
に
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
真
剣

に
取
り
組
む
な
ど
、
防
災
へ
の
意
識

を
高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

です

１１９番通報を受けてから、救急隊が現場に到着するまでの時間は、全国平均で約８分です。

救える命を救うため

約８分の間にできること

救
命
処
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
態
は
突
然
や
っ
て
来
ま
す
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

小学生が一日消防署体験学習

日日

は

の急
日９

救
月９

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

℡
２３‐

３
４
０
９

消防士の仕事を楽しく体験する子どもたち。

けいれん状態の心臓に

電気ショックを与えて、

心臓の動きを正常に取り

戻すための医療機器。

●設置場所…公的機関（市庁舎など）、医療機関、

小中高等学校など市内 96 施設。（安来市消防本部

把握数）

日時…９月７日（土）１０時～１６時

場所…プラーナ（２階展示ホール）

●消防本部（警防課）では、受講人数や時

期に関係なく、救急講習会の申し込みを受

け付けています。気軽にご相談ください。

胸骨圧迫やＡＥＤの使

用方法など、応急手当の

知識や技術を身につけて

おくと、いざというとき

に役に立ちます。

自分の大切な家族、友人、そして隣人の

命を守り救うためにも、最初の一歩を踏み

出す救急蘇生法を体験してみませんか。

※買い物帰りの人など、気軽にお立ち寄

りください。

参加自由

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

救急蘇生法（心肺蘇生法）

実技講習を開催します

９



①①

②

①
…
道
路
が
陥
没
し
、
水
道
送
水
管
が
損
傷
し
た
小

竹
浄
水
場
付
近
。
こ
の
ほ
か
久
根
浄
水
場
が
冠
水

し
、
赤
屋
地
区
で
は
１
１
８
戸
が
断
水
し
ま
し
た
。

②
…
①
に
よ
る
断
水
の
た
め
、
給
水
車
を
出
動
し
て

給
水
支
援
の
対
応
に
あ
た
る
職
員
。

経
過

●
７
月
１５
日
㈪
・
㈷

▽
９
時
２２
分

【
警
報
発
令
】
大
雨
（
浸
水
害
）
・
洪
水

【
注
意
報
発
令
】
雷

▽
１１
時
２５
分

安
来
市
警
戒
本
部
（
風
水
害
）
を
設
置

▽
１１
時
３０
分

市
内
一
部
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
基
準
が

レ
ベ
ル
４
到
達

※
レ
ベ
ル
４
…
い
つ
土
砂

災
害
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
。

▽
１２
時
３０
分

安
来
市
災
害
対
策
本
部
（
風
水
害
）
を
設
置

▽
１６
時
０８
分

【
警
報
解
除
】、【
注
意
報
発
令
】
大
雨
・
雷
・
洪
水

伯伯
太太
でで
観観
測測
史史
上上
最最
大大
のの
１１
時時
間間
降降
水水
量量
１１
００
００
・・
５５
㍉㍉

③…本滝手前の遊歩道が崩落した鷹入の滝。

④…冠水した母里地区の田んぼ。

７
月
１５
日
、
不
安
定
な
大
気
の
影
響
に
よ
り
、
中
国
地
方
の

一
部
地
域
な
ど
で
、
午
前
を
中
心
に
局
地
的
な
大
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
雨
の
特
徴
は
、
狭
い
範
囲
で
短
時
間
に
集
中
し
て

雨
が
降
る「
集
中
豪
雨
」。
松
江
地
方
気
象
台
の
発
表
に
よ
る
と
、

伯
太
で
１
時
間
の
降
水
量
が
観
測
史
上
最
大
と
な
る
１
０
０
・

５
㍉
を
観
測
す
る
な
ど
、
市
内
で
も
河
川
の
氾
ら
ん
や
土
砂
崩

れ
、
家
屋
や
道
路
、
農
地
の
浸
水
、
水
道
施
設
の
損
傷
な
ど
、

各
所
で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

安
来
市
で
は
、
近
藤
市
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
て
警
戒
態
勢
を
強
化
し
、
被
害
情
報
の
収
集
や
応
急

復
旧
な
ど
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

●
７
月
１６
日
㈫

▽
１８
時
３０
分

安
来
市
災
害
対
策
本
部
を
解
除
し
、
警
戒
本
部
へ

移
行

●
７
月
１８
日
㈭

▽
１１
時
４５
分

安
来
市
警
戒
本
部
を
解
除

降
り
始
め
か
ら
の
累
計
雨
量
（
島
根
県
水
防
情
報
）

▽
安
来
（
９５
㍉
）、
広
瀬
（
８６
㍉
）、
母
里
（
１
０
５
㍉
）、

小
竹
（
２
０
４
㍉
）、
布
部
ダ
ム
（
５３
㍉
）、
山
佐
ダ
ム
（
６１
㍉
）、

奥
田
原
（
１７
㍉
）、
西
比
田
（
１８
㍉
）、
比
田
（
２２
㍉
）

③③④④

主
な
被
害
の
状
況
（
７
月
２６
日
現
在
）

▽
人
的
被
害
…
な
し

▽
床
上
浸
水
…
２
棟
（
安
来
１
、
伯
太
１
）
※
非
住
家
含
む
。

▽
床
下
浸
水
…
３３
棟
（
安
来
２４
、
広
瀬
３
、
伯
太
６
）
※
非

⑥⑥

⑦⑦
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人が受けるイメージ、災害発生状況

ザーザーと降る。
※この程度の雨でも長く続く時は注意が必要です。

どしゃ降り。側溝や下水、小さな川があふれ、小
規模の崖崩れが始まる。

バケツをひっくり返したように降る。山崩れ・崖
崩れが起きやすくなり、危険地帯では避難の準備
が必要。

滝のように降る（ゴーゴーと降り続く）。マンホー
ルから水が噴出する。土石流が起こりやすい。多
くの災害が発生する。

息苦しくなるような圧迫感があり、大規模な災害
の発生する恐れが強い。

１時間雨量

10㍉以上 20㍉未満
（やや強い雨）

20㍉以上 30㍉未満
（強い雨）

30㍉以上 50㍉未満
（激しい雨）

50㍉以上 80㍉未満
（非常に激しい雨）

80㍉以上
（猛烈な雨）

住
家
含
む
。

▽
道
路
・
河
川
の
被
害
…
７２
カ
所

▽
農
地
・
農
業
施
設
（
農
道
、
水
路
な
ど
）
の
被
害
…

２
５
０
カ
所

▽
簡
易
水
道
施
設
の
被
害
…
２
カ
所

▽
水
道
水
の
断
水
…
１
１
８
戸
（
赤
屋
地
区
）

▽
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
施
設
の
被
害
…
７
カ
所

▽
避
難
所
開
設
…
４
カ
所
（
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

▽
避
難
状
況
（
自
主
避
難
）
…
２
世
帯

⑤…道路の一部が崩落

した市道奥山線。（赤

屋地区）

⑥…護岸が崩落した小

竹川。（赤屋地区）

⑦…水害防止のため土

のうを設置する赤屋

消防団の皆さん。

⑤⑤

●問い合わせ…危機管理課 ℡２３‐３０７４

「滝のような雨で、

川が一気に増水し、引

いていくようでした」。

今回の豪雨の様子を振り返るのは、

昨年７月に井尻地区の２５自治会で

結成した「井尻地区自主防災組織」

の妹尾仁寿会長。防災無線により

情報を得た同組織では、３班に分かれて地区内を見回り、危

険個所や高齢者世帯の安否などを確認したほか、地元公会堂

に避難所を開設するなど、住民の

人命を守ることを最優先にした活

動を展開。市や地元消防団などと

連携しながら、いち早い行動で被

害防止に努めました。

大規模な災害が発生したとき、公的機関のみでは十分に支

援が行き届かないこともあり、このようなときは、地域住民

による初期対応（消火、救出など）が重要となります。

「自分たちの家族・地域は自分たちで守る」という連帯感

に基づき、地域の皆さんが主体となって防災活動を行うのが

「自主防災組織」です。現在、市内には 28（6,610 世帯）の

自主防災組織が結成されており、防災に関する知識・技術習

得のための訓練や、避難時に支援が必要な人（要援護者）の

把握などに努め、いざというときに備えて地域の防災力を高

めています。組織の結成や結成後の訓練などについては、市

が支援しますので、皆さんの地域や自治会でもご検討いた

だきますようお願いします。

氾らんする伯太川

地域の防災力を高める自主防災組織

井尻地区で自主防災組織が活動

●防災知識〔雨の強さと降り方〕

消消防防団団とと連連携携ししてて

避避難難をを支支援援
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中心市街地活性化の拠点施設・やすぎ懐古館一風

亭と周辺の商店通りを夜市で演出し、にぎわいを創

出しようと７月 19 日・20 日、やすぎ夕涼みフェス

ティバルが開催されました。

20 日は、一風亭で「マグロの解体ショー」があり、

満員状態の館内では、境港で水揚げされた 86 ㌔の

マグロが職人の手により 30 分ほどで解体され、に

ぎり寿司や切り身にして約350人に即売されました。

また、立ち飲みワインバーや当てくじなどの縁日

コーナー、商店通りには 20 の屋台やワークショップ

が出店するなど、会場は懐かしい雰囲気にも包まれ、

来場者は夏の一夜を心ゆくまで楽しんでいました。

７月 28 日、荒島小学校校庭などで「あらしま

こーふんふぇすた」が開催され、地区内外から多

くの人が訪れ、水を張った田んぼで行う恒例の泥

んこバレーや小・中学生によるダンスコンテスト

など、多彩なイベントで盛り上がりました。

今回初めて実施されたのが、円形に加工した地

元特産の荒島石（凝灰石、約 20 ㌔）を、スロー

プから投げ転がして距離を競う「荒島石を転がし

たいか～い」。石をうまく転がすための力加減が

難しく、転がる先の読めない展開に、ステージ前

は多くの観客が集まり、声援と歓声

を上げていました。

豪快な包丁さばきにくぎ付けとなる来場者。

※同フェスティバルは８月２３・２４日も開催され

ます。（マグロの解体ショーは行いません）
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うし

特産のドジョウ “ 安来どじょう” の販売・消費促進を目的に、土用の丑の日（今年は

７月 22 日）の前後に、高騰するウナギに代わるスタミナ食材として栄養価の高いドジョ

ウのＰＲに取り組みました。＜市内のドジョウ料理提供店…どじょう亭（安来節演芸館内）、レ

ストラン白鷺（夢ランドしらさぎ内）、中海の郷（道の駅あらエッサ）、炉端かば、竹葉、安来苑＞

くわ

▽安来節演芸館…鍬焼き丼 ▽夢ランドしらさぎ

…どじょうかば焼き風茶漬け、どじょう梅春巻。

いずれも土用の丑の日（７月22日）からの期間

限定で提供されました。（販売は終了しています）

安来節演芸館では、笑いとドジョウで暑い夏を

乗り越えてもらおうと７月 22 日、30 人を無料招

待し、限定料理「鍬焼き丼」の試食会、安来節公

演や島根に住みます芸人・桂三段さんの落語会な

どを開催。地元食材にこだわった「鍬焼き丼」は、

特大の安来産ドジョウ４匹を開いてフライパンで

焼き、甘辛い特製のタレをからめご飯に乗せたも

ので、「臭みもなく、柔らかくておいしい」と好

評でした。

島根県立大学短期大学部・健康栄養学科の学

生が新しいドジョウ料理を考案し７月 17 日、近

藤市長に完成した新料理２品を披露しました。

やすぎどじょう生産組合が、若者へのＰＲや

販路拡大などを目的に開発を依頼したもので、

新料理は、ドジョウを春巻きの皮で包み油で揚

げた「どじょうスティック」と、オリーブオイ

ルで煮たドジョウを生地の上にのせたピザ「ど

じょリアン Ｐｉｚｚａ☆」。気軽に味わえ、持

ち帰りのできるよう軽食仕立てとなっています。

同組合では、今後各種イベントでの販売や、

取引先などにレシピを提案していく予定です。

●期間限定のドジョウ料理を提供

約２カ月をかけて開発した

新料理を紹介する学生た

ち。どじょうスティックに

付ける、中華風と韓国風の

ソースもオリジナルです。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

●県立短大生が若者向けメニュー考案

安来節演芸館が提供した「鍬

焼き丼」。見た目も味も申し

分ないと絶賛の声が上がり

ました。
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島根県三大夏祭りの一つで、江戸時代から 260

年以上続く「ひろせ祇園祭」が今年も 7月 21 日

に開催され、無病息災を願うみこし巡行や花火な

どが行われました。

夕方から始まったみこし巡行は、重さ約 1㌧も

あるみこしを男たちが肩で担ぎ、自治会から自治

会へとリレー。「ワッショイ、ワッショイ」と威

勢の良い掛け声を響かせ、町内を夜遅くまで練り

歩きました。また、歩行者天国となった広瀬の本

通りは、出店が並び人であふれる盛況ぶり。訪れ

た人は、にぎやかな夏の夜祭りを楽しみました。

国生みの神・イザナミが葬られたとされる比婆

山を仰ぎ見る上の台緑の村で８月３日、「比婆山

神話フェスタイザナミコンサート in 上の台」が開

催され、約 300 人が音楽の調べを楽しみました。

２部で登場したヴォーカリストの瑞 さんは、

チェロとピアノの美しい旋律に合わせ、「白鳥」

や「揺りかごのうた」をはじめ、このコンサート

を機に作曲した「いざなみ」など 14 曲を披露。

大自然に囲まれたステージは、沈みゆく夕日やス

テージライトが幻想的な世界を演出する中、観客

は柔らかで心地よい歌声に聞き入っていました。

第８回安来市地区対抗親善バレーボール大会が７月 15 日、

安来市民体育館と日立金属体育館で行われ、６チームが出場

した男子の部は飯梨体協が２年連続優勝、８チームが出場し

た女子の部は社日体協が３年連続優勝それぞれ連覇を果たし

ました。。

＜大会結果＞●男子の部…１位：飯

梨体協、２位：荒島体協、３位：赤

江体協、赤屋体協

●女子の部…１位：社日体協、２位：

十神体協、３位：荒島

体協、比田体協

（上）男子の部で優勝した
飯梨体協の皆さん。
（右）女子の部で優勝した
社日体協の皆さん。
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月の輪神事の由来とされる安来の歴史を後世に
かたりのおみ い ま ろ

伝えていく象徴にしようと、「語臣猪麻呂の毘売

像」が安来港の南十神町側に建立され７月 14 日、

関係者約 80 人が参加し除幕式が行われました。

市民有志が実行委員会（足立三樹夫会長）を立

ち上げ、寄付金を募り実現したもので、像は、安

来町出身の彫刻家・冨田憲二さんが制作しました。

毘売（姫）は、この地の有力者であったとされ

る語臣猪麻呂の娘。出雲国風土記に、674 年７月

13 日にワニ（サメ）に襲われ命を落とし、その後、

猪麻呂がワニを退治したと記述されています。

大相撲史上最も長身で、江戸時代に最高位の
しゃかがたけ く も え も ん

大関まで登り詰めた釈迦嶽雲右衛門をはじめ、

多くのプロ力士を輩出した大塚町で７月 24 日、

子ども相撲大会が行われ、地区の小学生や保育

所児童ら男女約 30 人が、同町内にある土俵場で

元気いっぱいの相撲を披露しました。

地区の秋葉祭り・文化祭の一環行事で、まわ

し姿で土俵に上がった子どもたちは、「ハッケヨ

イ」の合図とともに、目の色を変え力比べ。土

俵際では、周囲から「がんばれ」「押せ押せ」な

どの声援も飛び交うなど、大いに盛り上がりま

した。

母里地区の夏の風物詩・母里夏祭りが 7月 25

日に交流センター周辺で開かれ、子どもたちや

家族連れなど大勢の人でにぎわいました。

提灯が飾られたまち中では、恒例の子どもみ

こしが登場。笛の音に合わせてみこしを上下さ

せながら練り歩き、見物客を楽しませました。

メーンは、近くの水田から打ち上がる 1370

発の花火。鑑賞ポイントの伯太川沿いには、多

くの観衆が集まり、母里のまちを包み込むよう

な大迫力の大輪に見入っていまし

た。

岩
に
腰
掛
け
る
毘
売
（
姫
）
が
見
つ
め
る
先
に

は
、
父
の
猪
麻
呂
像
（
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
西
側
の
国

道
９
号
沿
い
）
が
立
っ
て
い
ま
す
。

ブブロロンンズズ製製でで、、高高ささ約約１１㍍㍍（（台台座座をを
含含めめるるとと約約２２．．５５㍍㍍））のの毘毘売売像像。。
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新新着着図図書書紹紹介介

女たちの韓流 山下英愛

あしあと動物園 小宮輝之

近代発明家列伝 橋本毅彦

アナウンサーの日本語論

松平定知

こころ 谷川俊太郎

きみの町で 重松 清

家族写真 荻原 浩

天佑なり上・下 幸田真音

謀る理兵衛 松本 薫

〈お子さんのほん〉

水のコレクション 内山りゅう

しあわせなら名探偵 杉山 亮

じんべえざめ 新宮 晋

きょうもひつじぱん

あきやまただし

海商、会津屋八右衛門 小寺雅夫

設計者 新しい韓国の文学

キムオンス

フラッシュ・ポイント（天命

探偵真田省吾 4） 神永 学

学校では教えてくれなかった英

語「ごちそうさま」を英語で言

えますか？ デイビッド・セイン

型紙いらずの着物リメイク・

パンツ＆スカート 松下純子

〈お子さんのほん〉

母ちゃんのもと 福 明子

地震のひみつ 学研

わたしはひろがる 長谷川知子

小さなたね

ポニー・クリステンセン

愛ふたたび 渡辺淳一

世界地図の下書き 朝井リョウ

Ａｒｋｎｏａｈ １ 乙一

教場 長岡弘樹

図書室のキリギリス 竹内 真

赤い追跡者 今井 彰

土蛍 近藤史恵

月下上海 山口恵以子

パダム・パダム 古野まほろ

総理の夫 原田マハ

美肌の科学 福井 寛

ひんやり氷の本 前野紀一

怖くて不思議なスピリチュア

ル怪談 福井香代子

〈お子さんのほん〉

たまごがいっぱい 寺村輝夫

かぶと３兄弟 宮西達也

はじめての旅 木下 晋

にひきのかえる 新美南吉

ウリンボー 荒井良二

ラージャのカレー 国松エリカ

すいかのめいさんち 平田昌広

ガラパゴス ジェイソン・チン

走る動物病院 佐和みずえ

「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
大
地
震
や

弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
武
力
攻
撃
な
ど
の
事
態
が
発

生
し
た
場
合
に
、
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
住
民
の
皆

さ
ん
に
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
安
来
市
で

は
、
行
政
告
知
端
末
か
ら
自
動
放
送
に
よ
り
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
試
験
放
送
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
こ
れ
は
試
験
放
送
で
す
」（
３
回
繰
り
返
し
）

「
こ
ち
ら
は
防
災
安
来
で
す
」（
１
回
の
み
）

※
告
知
端
末
に
設
定
し
た
音
量
で
流
れ
ま
す
。

※
災
害
発
生
、
気
象
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
試
験

放
送
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

９
月
１１
日
㈬

▽
１
回
目
…
午
前
１１
時
ご
ろ

▽
２
回
目
…
午
前
１１
時
３０
分
ご
ろ

℡３７－００５０

９月 11日
全国一斉

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

●ひろせ図書室

９月１５日㈰は臨時休館となります。

★★ 臨臨時時休休館館ののおお知知ららせせ ★★

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

・

・

・

・

に
よ
る
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

℡３２－４４５５

試
験
放
送
日
時

図書館からのお知らせ

℡２２－２５７４

放
送
内
容

■
問
い
合
わ
せ
…
危
機
管
理
課

℡
２３‐

３
０
７
４
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性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
す

べ
て
の
個
人
が
喜
び
や
責
任

を
分
か
ち
合
い
、
そ
の
能
力

や
個
性
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
現
在
７
人

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
防
災
に
お
け
る
男
女
共
同

講
座
開
催

東
日
本
大
震
災
以
降
、
女

性
の
視
点
を
反
映
し
た
防
災

活
動
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
講
座
で
は
、
防
災
ゲ
ー

ム
や
講
演
な
ど
を
通
し
て
、

男
女
が
共
に
担
う
防
災
活
動

を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

▽
市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
開
催

男
性
に
も
家
事
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、「
衣（
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
）」「
食（
料
理
）」「
介

護
」「
育
（
子
育
て
）」
な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
次
回
開
催
予
定

日
時
…
１０
月
２０
日
㈰

場
所
…
安
来
商
工
会
議
所

講
師
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ァ
ザ
リ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン
副
代
表

安
藤
哲
也
氏

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

企
業
・
団
体
向
け
の
出
張

講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
、
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

飯
梨
川
を
中
心
に
河
川
の

自
然
環
境
を
再
生
す
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
牧
草
栽
培

水
質
改
善
と
景
観
保
全
の

た
め
、
飯
梨
川
の
河
川
敷
に

牧
草
を
植
栽
。
現
在
、
東
赤

江
大
橋
か
ら
上
流
側
の
約
２２

㌶
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
以

前
は
竹
林
が
茂
り
、
そ
の
枯

れ
木
が
中
海
に
流
入
し
て
水

質
悪
化
を
招
い
て
い
ま
し
た

が
、
牧
草
栽
培
に
よ
り
水
質

が
改
善
し
ま
し
た
。
今
後
も

牧
草
地
の
管
理
と
拡
大
を
続

け
て
行
く
予
定
で
す
。

▽
「
親
水
広
場
」
整
備

下
坂
田
町
付
近
の
東
岸
に

２
㌶
の
芝
生
広
場
を
整
備
。

市
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
「
飯
梨
川
の
水
質
・
生
き

物
調
査
・
水
遊
び
」
の
開
催

島
根
大
学
や
ゴ
ビ
ウ
ス
の

協
力
を
得
て
子
ど
も
た
ち
と

と
も
に
、
飯
梨
川
の
生
態
・

水
質
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

住
民
の
心
身
を
癒
し
、
子

ど
も
の
環
境
教
育
の
場
に
な

る
活
動
を
行
い
ま
す
。

９９

●問い合わせ

やすぎボランティア団体ネットワーク

事務局 （市民参画課内） ℡２３‐３０６７

誰
も
が
き
ら
め
く
社
会
に

「
親
水
」
の
場
に
復
活

１１００

皆さんに利活用していただくため、

ネットワークに加盟する団体をシリーズ

で紹介しています。

ＦＩＬＥ

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人

飯飯
梨梨
川川
再再
生生
ネネ
ッッ
トト

ひひ
とと
ひひ
とと

やや
すす
ぎぎ
女女
男男

輝輝
らら
りり
会会

ＦＩＬＥ

５

防防災災講講座座：：避避難難所所運運営営ゲゲーームム

やすぎ

ボランティア団体
ネットワーク

▲毎年７月

に水質生態

調査を行っ

ています。

▲

芝生が
敷かれた
河川敷。

●
問
い
合
わ
せ

代
表

福
井
加
代
子

℡
２２‐

６
０
０
５

●
問
い
合
わ
せ

理
事
長

木
村
好
勝

℡
２２‐

１
２
３
３

１７



指
定
管
理
者
導
入
施
設
の
事
業

評
価
を
行
い
ま
し
た

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
５

安
来
市
で
は
、
公
の
施
設
の

管
理
運
営
を
効
果
的
・
効
率
的

に
行
う
た
め
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

平
成
２４
年
度
は
、
３３
施
設
で

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
・
運

営
が
行
わ
れ
、
こ
の
度
、
施
設

ご
と
に
施
設
管
理
・
経
営
・
事

業
展
開
な
ど
の
視
点
か
ら
事
業

評
価
を
行
い
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
指
定
管
理
者
制
度
関
連
情

報
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
掲
載
期
間
は

平
成
２６
年
８
月
３１
日
ま
で
。

１０
月
１
日
現
在
で
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
を
行
い
ま
す

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
７

住
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
で

約
３
５
０
万
世
帯
を
抽
出
し
て

行
う
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
に
あ
た
り
、
県
知

事
に
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、

対
象
と
な
る
調
査
区
内
を
８
月

下
旬
か
ら
巡
回
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他

調
査
員
は
、
調
査
員

証
を
携
帯
し
て
巡
回
し
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主
の

義
務
で
す

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
０
９
８

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生

後
９１
日
以
上
の
飼
い
イ
ヌ
は
、

生
涯
に
１
回
の
登
録
と
年
に
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
度
の
集
合
予

防
接
種
を
４
〜
５
月
お
よ
び
７

月
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
注
射

が
ま
だ
の
イ
ヌ
は
、
お
早
め
に

動
物
病
院
で
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
外
の
動
物
病
院
で

接
種
し
た
場
合
は
、
平
成
２５
年

度
注
射
済
票
を
交
付
し
ま
す
の

で
環
境
政
策
課
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

●●
次
の
場
合
は
、
環
境
政
策
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▽
飼
い
イ
ヌ
が
死
亡
ま
た
は
行

方
不
明
と
な
っ
た
場
合

▽
飼

い
主
が
住
所
変
更
ま
た
は
飼
い

イ
ヌ
を
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合
。

「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」は
県

立
８
施
設
で
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

●問
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

６
６
９
６

期
間

９
月
１５
日
㈰
〜
９
月
２１

日
㈯
（
１７
日
は
休
館
日
。
し
ま

ね
花
の
郷
の
み
無
休
）

対
象
者

昭
和
２３
年
１２
月
３１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
。

対
象
施
設

島
根
県
立
美
術
館
、

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
展
示
学

習
館
、
花
ふ
れ
あ
い
公
園
「
し

ま
ね
花
の
郷
」
、
古
代
出
雲
歴

史
博
物
館
、
宍
道
湖
自
然
館
ゴ

ビ
ウ
ス
、三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
、

し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス
、
石

見
美
術
館

手
続
き

入
館
受
付
時
に
身
分

証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康

保
険
証
な
ど
）
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

都
市
計
画
「
安
来
市
庁
舎
地
区

計
画
」
の
計
画
廃
止
案
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

●問
庁
舎
建
設
推
進
室

℡
２３‐

３
０
６
３

日
時

９
月
３
日
㈫
１９
時
〜

場
所

安
来
中
央
●交
講
義
室

海
上
保
安
大
学
校
学
生
募
集

●申
●問
境
海
上
保
安
部
管
理
課

℡
０
８
５
９‐

４２‐

２
５
３
２

受
付
期
間

８
月
２９
日
㈭
〜
９

月
６
日
㈮
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
場
合
は
９
月
９
日
㈪
ま
で
）

１
次
試
験

１１
月
２
日
㈯
〜
１１

月
３
日
㈰

注意報 警 報 特別警報

気象庁では、大雨や津波、高潮などにより重大

な災害が発生する恐れがあるときに、「警報」を

発表して警戒を呼びかけていますが、より甚だし

い大雨や大津波などにより重大な災害が発生する

危険性が高まっているときに、新たに特別な警戒

を呼びかける、「特別警報」を発表します。（東北

地方太平洋沖地震による津波、伊勢湾台風による

高潮、昭和 58 年７月豪雨のような現象が対象）

特別警報が発表された場合、お住まいの地域は

数十年に一度しかないような非常に危険な状況に

あります。避難指示や屋外状況などに留意し、た

だちに命を守るための行動をとってください。

また、大雨などの被害を防ぐには、注意報や警

報、その他の気象情報を活用して、早め早めの行

動をとることがあなたや家族の命を守ります。

●詳しくは、気象庁のホームページでご確認くだ

さい。

重大な災害が発生
する恐れが著しく
大きいときに発表

のの発発表表をを開開始始ししまますす

大

●問松江気象台防災業務課
℡０８５２‐２２‐３７８４

災災害害のの危危険険性性

重大な災害が発
生する恐れがあ
るときに発表

特特別別警警報報

災害が発生する
恐れがあるとき
に発表

行行

政政

８月３０日
スタート

小
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道
路
へ
の
倒
木
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

●問
島
根
県
広
瀬
土
木
事
業
所

℡
３２‐

４
１
５
０

▽
市
道
に
関
す
る
こ
と
は

安
来
市
土
木
建
設
課

℡
２３‐
３
２
５
６

近
年
、
枯
れ
松
な
ど
が
増
え

て
お
り
、
道
路
に
倒
れ
て
通
行

の
支
障
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
原
因
で
、
通
行
車

両
や
歩
行
者
に
事
故
が
発
生
し

た
と
き
は
、
原
因
と
な
っ
た
樹

木
の
所
有
者
は
、
被
害
者
に
対

し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
樹
木
の

伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
普
段
の
管
理
だ
け
で

な
く
、
強
風
や
大
雨
の
後
は
、

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
安
全
に
道
路
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

竹
粉
砕
機
を
無
料
で
貸
し
出
し

し
て
い
ま
す

●申
●問
一
般
財
団
法
人
安
来
ふ
る

さ
と
公
社
℡
３２‐

９
０
４
４

竹
林
整
備
や
里
山
保
全
の
た

め
、
自
治
会
な
ど
の
市
内
団
体

を
対
象
に
、
竹
粉
砕
機
を
無
料

で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。
伐

採
し
た
竹
の
処
分
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

受
渡
場
所

安
来
ふ
る
さ
と
公

社
（
広
瀬
町
菅
原
）

そ
の
他

▽
希
望
団
体
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
機
械
の
輸
送
や
燃
料
費
な

ど
の
稼
働
に
係
る
費
用
は
使
用

団
体
の
負
担
と
な
り
ま
す

▽

安
全
確
保
な
ど
の
た
め
、
初
め

て
使
用
す
る
団
体
に
は
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
派
遣
（
有
償
）
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

安
来
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立

候
補
予
定
者
説
明
会

●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

１０
月
２０
日
告
示
、
１０
月
２７
日

投
票
予
定
の
安
来
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

９
月
１８
日
㈬
１４
時
〜

場
所

安
来
中
央
●交
講
義
室

永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦

覧●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

登
録
対
象
者

平
成
５
年
９
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
２５
年
６
月
１
日
ま
で
に
安

来
市
に
住
民
登
録
を
済
ま
せ
、

引
き
続
き
３
カ
月
以
上
安
来
市

に
居
住
し
て
い
る
人
。

縦
覧
期
間

９
月
３
日
㈫
〜
９

月
７
日
㈯
８
時
３０
分
〜
１７
時

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
安
来
●庁
）

異
議
申
出

登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
の
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
縦
覧
期
間

中
に
異
議
の
申
出
書
を
選
挙
管

理
委
員
会
に
提
出
で
き
ま
す
。

島
根
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
の
登
録

●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

登
録
対
象
者

市
内
に
住
所
ま

た
は
事
業
場
を
有
す
る
漁
業
者

や
漁
業
従
事
者
で
、
１
年
に
９０

日
以
上
漁
船
を
使
用
し
漁
業
を

営
む
（
従
事
す
る
）
人
。

申
し
込
み

９
月
５
日
㈭
ま
で

に
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
登
録

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
甲
種
・

乙
種
全
類
・
丙
種
）

●申
●問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２‐

２７‐

５
８
１
９

期
日

１１
月
１７
日
㈰

場
所

松
江
市
ほ
か

受
付
期
間

９
月
１７
日
㈫
〜
１０

月
１
日
㈫
（
電
子
申
請
は
９
月

１４
日
㈯
〜
９
月
２８
日
㈯
）

そ
の
他

受
験
願
書
は
、

消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯

太
各
分
署
、
比
田
分
駐

所
に
設
置
。

比例代表

１６，２４７人

１８，１８５人

３４，４３２人

１０，６０２人

１１，５０６人

２２，１０８人

６５．２６％

６３．２７％

６４．２１％

島根県選挙区

１６，２４７人

１８，１８５人

３４，４３２人

１０，６０５人

１１，５１０人

２２，１１５人

６５．２７％

６３．２９％

６４．２３％

男

女

計

男

女

計

男

女

計

選挙当日の
有権者数

投票者数

投 票 率

得票数

５，２３９

１，１４０

２８６

１５，０６９

２１，７３４

２１，７３４

３８１

２２，１１５

氏名（届出順）

亀井 あきこ

むこせ 慎一

池田 せつこ

島田 三郎

計

有効投票

無効投票

投票総数

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

２．開票結果（選挙区選挙のみ）

※比例代表の開票結果など、詳し

くは、市のホームページでご確認

ください。

●問選挙管理委員会事務局
℡２３‐３１３５

平成２５年７月２１日執行

参参議議院院議議員員通通常常選選挙挙

投投開開票票結結果果

－安来市開票区－

１．投票結果

１９



乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐
３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

９
月
１２
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

９
月
１２
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

９
月
２６
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２４
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

９
月
２６
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２２
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

９
月
１８
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐
３
２
２
２

日
時

９
月
１７
日
㈫
▽
５
〜
６

カ
月
児
…
９
時
４５
分
〜
１０
時

▽
７
〜
８
カ
月
児
…
１３
時
３０
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

９
月
１３
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、

参
加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
子
育
て
講
演
会
「
乳
幼
児
期

に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

考
え
る
」（
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
が
、
テ

レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
と
う
ま
く
付
き
合
う
方
法
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

９
月
２４
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

講
師

島
根
の
子
ど
も
と
メ
デ
ィ

ア
を
考
え
る
会
・
伊
藤
紀
子
氏
。

●●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

（
要
申
込
）

助
産
師
さ
ん
が
指
導
し
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
も
お
母
さ
ん
も

気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

９
月
１０
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

対
象

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者
。

次の医療機関に直接予約の上、検査を受けてください。

日立記念病院（℡２２‐２１８０）、安来第一病院（℡２２‐３４１１）

吉岡病院（℡２２‐２０６５）、安来市立病院（℡３２‐２０８５）

金藤内科小児科医院（℡２８‐６６８８）、森脇医院（℡２８‐８６３５）

渡部医院（℡２２‐２４８６）、野坂医院（℡２２-２５２５）

杉原医院（℡２３‐１２３６）、杉原医院大塚分院（℡２７‐０８８８）

吉田医院（℡２２‐２０６４）、麦谷内科クリニック（℡２２‐１８５５）

杉原クリニック（℡２２‐１２２２）、河村医院（℡３２‐２４３６）

朝山医院（℡３２‐２４３９）、村上医院（℡３７‐１０４６）

常松医院井尻分院（℡３７‐１１２５）、常松医院赤屋分院（℡３８‐０６３４）

平成 25 年 12 月 27 日㈮まで（保健所・医療機関とも）

●問・風しん抗体価検査に関すること…
松江保健所 ℡０８５２‐２３‐１３１３

・その他風しん予防接種費用助成などに関すること…

いきいき健康課 ℡２３‐３２２０

※広報紙８月号にも掲載しています。

妊娠初期に風しんにかかると、胎児が心臓疾

患や難聴など先天性風しん症候群にかかる恐れ

があります。

島根県では、ご自身に風しんの抗体が十分に

あるかどうかを調べるため、無料の風しん抗体価検査を

県内の各保健所と一部の医療機関で実施しています。

風しんの予防接種を希望する人は、まず抗体価検査を

実施の上、抗体価が低いと判断された場合に予防接種を

受けられることをお勧めします。

風しん抗体価検査を無料で実施しています

島根県内に居住する次のいずれかに該当する人

①妊婦と同居している人

②妊娠を希望する女性、妊娠する可能性の高い女性

③②の女性と同居している人

保保

健健

検査実施医療機関（安来市内）

無料検査実施期間

検査対象者

２０



安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐
１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

９
月
２
日
㈪
・
９
日
㈪

１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

１
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

初
級
夜
間
コ
ー
ス

日
時

９
月
２４
日
㈫
〜
１０
月
１１

日
㈮
の
火
・
金
曜
日（
６
日
間
）

１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

②
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
午
前
コ
ー

ス日
時

９
月
１９
日
㈭
・
２０
日
㈮
・

２４
日
㈫
・
２５
日
㈬
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人
（
５
人

以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

早
期
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の

た
め
の
技
能
講
習
（
無
料
）

●申
●問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
１
２
０‐

７８‐

１
１
４
２

実
習
や
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

と
企
業
と
の
面
接
会
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
技
能
講
習
で
す
。

●●
調
理
補
助
ス
タ
ッ
フ
養
成
講

習日
時

１０
月
７
日
㈪
〜
１０
月
１８

日
㈮
（
平
日
の
９
日
間
）
１０
時

〜
１６
時（
１８
日
は
１３
時
〜
１６
時
）

場
所

島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
松
江
市
西

川
津
町
）
ほ
か

対
象

５５
歳
以
上
の
人
。

申
込
期
限

９
月
２４
日
㈫

定
員

１８
人
。

●●
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講

習日
時

１０
月
２４
日
㈭
〜
１１
月
７

日
㈭
（
平
日
の
９
日
間
）
１０
時

〜
１６
時
（
１１
月
７
日
は
１３
時
〜

１６
時
）

場
所

島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
松
江
市
西

川
津
町
）
ほ
か

対
象

５５
歳
以
上
の
人
。

申
込
期
限

１０
月
１０
日
㈭

定
員

１８
人
。

太
極
拳
無
料
体
験
教
室

９
月
に
１
カ
月
間
の
無
料
体

験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
●問

●●
安
来

▽
金
曜
日
１３
時
〜
１４

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交
、
武
上

能
江
（
℡
２８‐

６
８
０
７
）

▽
木
曜
日
１９
時
３０
分
〜
２１
時
、

安
来
中
央
●交
、
稲
田
良
造
（
℡

２２‐

０
１
９
０
）

▽
土
曜
日
９
時
３０
分
〜
１１
時
、

安
来
市
民
体
育
館
、
為
国
勝（
℡

３７‐
０
４
２
６
）

●●
広
瀬

水
曜
日
２０
時
１５
分
〜

２１
時
４５
分
・
金
曜
日
９
時
３０
分

〜
１１
時
、
広
瀬
中
央
●交
、
吉
田

通
子
（
℡
０
９
０‐

４
８
０
２

‐

２
２
７
９
）

●●
伯
太

月
曜
日
１９
時
４５
分
〜

２１
時
１５
分
、
は
く
た
文
化
学
習

館
、
西
奥
浩
子
（
℡
３７‐

１
０

１
９
）

●●
荒
島

木
曜
日
１０
時
〜
１１
時

３０
分
、
荒
島
●交
、
池
田
満
喜
子

（
℡
２８‐

７
６
４
３
）

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

日
時
・
場
所

９
月
１２
日
㈭
１１

時
〜
１６
時
、
安
来
中
央
●交

対
象

お
お
む
ね
１５
〜
４０
歳
の

人
ま
た
は
、
家
族
・
保
護
者
。

内
容

就
労
、
社
会
と
関
わ
り

に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
。

申
込
期
限

９
月
１０
日
㈫

教教
室室
・・
講講
座座

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

相相

談談

９月 19 日㈭ 13 時 30 分～15 時

安来市民会館

子どもと地域を犯罪からどう守るか

立正大学文学部社会学科・小宮信夫教授

「地域安全マップ研修 in 安来」特別講演会

犯罪社会学の第一人者で、地域安全マップの

考案者でもある大学教授を講師に招いた防犯研

修会です。

※「地域安全マップ」は、犯罪が起こりやすい

場所を記した地図のことです。犯罪は、「誰

もが入りやすく、誰からも見えにくい場所」

で発生します。このマップをとおして、防犯

について一緒に考えてみませんか。

●問島根県消費とくらしの安全室
℡０８５２‐２２‐６２１６

イベント情報
QRコード

日時

場所

演題

講師

２１



心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時
・
場
所

▽
９
月
５
日
㈭
・

１１
日
㈬
・
２５
日
㈬
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

▽
９
月
１２
日
㈭
１３
時
３０
分
〜
１５

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

難
病
専
門
相
談
（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
５

難
病
な
ど
、
病
気
の
こ
と
で

ご
心
配
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
島
根
大
学
医
学
部
付
属
病

院
神
経
内
科
医
師
が
応
じ
ま
す
。

（
予
約
状
況
に
よ
り
、
お
受
け

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

日
時
・
場
所

９
月
１８
日
㈬
１３

時
〜
１５
時
、
安
来
中
央
●交

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
と
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
安
来
会
場
…
９

時
〜
１６
時
、
広
瀬
会
場
…
１３
時

〜
１６
時
、
伯
太
会
場
…
１０
時
〜

１５
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡

２３‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時
、
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会

場
…
１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相

談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１７
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

人
間
国
宝
の
名
碗
に
ふ
れ
る
茶

会●申
●問
安
来
市
加
納
美
術
館

℡
３６‐

０
８
８
０

作
法
に
こ
だ
わ
ら
な
い
で
お

茶
を
愉
し
ん
で
い
た
だ
き
、
お

茶
碗
の
造
形
・
表
情
・
重
さ
・

高
台
な
ど
、
手
に
と
っ
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

日
時

９
月
８
日
㈰
１０
時
〜
・

１３
時
〜
（
美
術
館
見
学
後
、
茶

室
「
如
水
庵
」
に
て
呈
茶
）

場
所

安
来
市
加
納
美
術
館

料
金

２
０
０
０
円
（
美
術
館

入
館
料
を
含
む
）
。

申
込
期
限

９
月
３
日
㈫

第
１０
回
安
来
市
長
杯
囲
碁
大
会

●問
日
本
棋
院
安
来
支
部
・
成
相

℡
２３‐

１
４
１
５

日
時
・
場
所

９
月
１５
日
㈰
９

時
３０
分
〜
、
安
来
中
央
●交

参
加
料

１
３
０
０
円
（
小
学

生
３
０
０
円
、
中
学
生
５
０
０

円
、
高
校
生
１
０
０
０
円
）
※

当
日
会
場
で
受
け
付
け
。

競
技
方
法

▽
Ａ
級
（
５
段
以

上
）
▽
Ｂ
級
（
４
段
〜
２
段
）

▽
Ｃ
級
（
初
段
以
下
）

※
段
、
級
差
１
目
の
手
合
割
り
、

コ
ミ
６
目
半
。

表
彰

各
級
の
優
勝
・
準
優
勝

者
に
賞
状
・
盾
・
副
賞
。

ひ
と
り
親
家
庭
「
秋
の
親
子
遠

足
」
参
加
者
募
集
（
安
来
市
母

子
会
主
催
）

●申
●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
１

日
時

１０
月
２７
日
㈰
９
時
３０
分

〜
１６
時
３０
分
（
安
来
●庁
中

庭
駐
車
場
集
合
・
出
発
・

解
散
予
定
）

行
き
先
（
内
容
）
雲
南
市

（
巨
大
迷
路
ド
ラ
ゴ
ン
メ

イ
ズ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

そ
ば
打
ち
体
験
）

対
象

市
内
在
住
で
中
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
養

育
中
の
ひ
と
り
親
家
庭
。

参
加
費

安
来
市
母
子
会

会
員
は
無
料
（
当
日
入
会

可
。
年
会
費
５
０
０
円
）
、

非
会
員
は
多
少
の
自
己
負

担
あ
り
。

申
込
期
間

９
月
２
日
㈪
〜
９

月
３０
日
㈪

定
員

２０
人
（
先
着
順
）

第
６
回
安
来
楽
蘭
会
品
評
会

●問
安
来
楽
蘭
会
会
長
・
岩
田

℡
２３‐

１
５
５
４

泳
ぐ
宝
石
と
も
い
わ
れ
て
い

る
ラ
ン
チ
ュ
ウ
の
品
評
会
。
即

売
会
も
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

９
月
２３
日
㈪
㈷

１０
時
〜
１４
時
、
道
の
駅

あ

ら

エ
ッ
サ

部
門

当
歳
の
部
、
２
歳
の
部
、

親
の
部
。

出
品
数
・
各
賞

各
部
門
一
人

５
匹
ま
で
、
優
等
賞
・
一
等

賞
・
二
等
賞
。

第
２１
回
松
江
地
区
矯
正
展

●問
松
江
刑
務
所
企
画
部
門

℡
０
８
５
２‐

２１‐

６
１
６
５

第
６３
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
の
一
環
と
し
て
、
矯
正
行

政
お
よ
び
被
収
容
者
の
社
会
復

帰
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
得

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

９
月
２８
日
㈯
・

２９
日
㈰
９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

（
２９
日
は
１５
時
ま
で
）
、
く
に

び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

主
な
展
示
品

木
工
製
品
、
洋

裁
製
品
、
金
属
製
品
、
皮
革
製

品
、
工
芸
品
、
食
料
品
、
日
用
品
。

華道、工芸立体、写真、書道、水墨画、
日本画、俳画、押花絵、自由応募

第９回安来市総合文化祭（展示部門）

９月２７日㈮～９月３０日㈪
１０時～１７時（３０日は１６時まで）

安来中央●交

●問安来市総合文化祭実行委員会
（和鋼博物館内）℡２３‐２５００

日 時

場 所

内 容

イイ
ベベ
ンン
トト

加
藤

土
師
萌

鈴
木

藏

２２



第
５
回
田
舎
の
お
福
分
け

（
さ
ぎ
の
湯
温
泉
産
直
市
）

●問
さ
ぎ
の
湯
温
泉
根
っ
こ
の
会
・

田
辺
℡
２８‐

６
２
１
１

日
時
・
場
所

９
月
２３
日
㈪
㈷

９
時
〜
１５
時
、
安
来
節
屋
前（
古

川
町
）

内
容

特
産
市
、
足
湯
（
無
料
）

な
ど
。

そ
の
他

▽
さ
ぎ
の
湯
温
泉
共

通
無
料
入
浴
券
配
布
（
９
時

〜
・
１３
時
〜
各
先
着
５０
人
）

▽
特
産
品
抽
選
会
あ
り
。

米
子
駐
屯
地
創
設
６３
周
年
記
念

行
事

●問
米
子
駐
屯
地
広
報
室

℡
０
８
５
９‐

２９‐

２
１
６
１

日
時
・
場
所

１０
月
６
日
㈰
９

時
〜
１５
時
、
陸
上
自
衛
隊
米
子

駐
屯
地
（
米
子
市
両
三
柳
）

※
会
場
周
辺
に
臨
時
駐
車
場
。

内
容

記
念
式
典
・
パ
レ
ー
ド
、

模
擬
戦
、
訓
練
展
示
、
野
外
売

店
・
野
点
、
子
供
広
場
、
装
備

品
展
示
、
自
衛
隊
車
両
体
験
試

乗
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
。

●●
最
近
の
活
躍

第
２７
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
大
会
（
７

月
７
日
〜
１２
日
、
ロ
シ
ア
国
）

▽
成
績
…
個
人
の
部
（
最
終
順

位
３８
位
）
／
団
体
の
部
（
最
終

順
位
９
位
）

・行灯などによるライトアップ

・ビオラとコントラバスによる生

演奏１９時～※奏者…みささ弦楽

プロジェクト生原幸太（ビオラ）、

永瀬未希（コントラバス）

・芋煮無料配布（先着１００人）

月月

そそ
のの
他他

築 100 年の趣がある一風亭の館内

を、月明かりと行灯の明かりで幻想的に

照らし出します。

また、一風亭前の商店通りには子ども

たちによる手づくりの行灯が並びます。

●問やすぎ懐古館一風亭 ℡２３‐０００７

９月２１日㈯ １８時～２０時３０分

やすぎ懐古館一風亭

名名のの

世
界
で
輝
け
！

長
島
徳
幸
選
手

秋秋仲仲

（
広
瀬
町
出
身
）

ややすすぎぎ懐懐古古館館一風亭

灯灯りりイイベベンントト

日時

場所

内容

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

■「市内の小・中学生（１００人）」無料招待の申し込み

●申●問島根スサノオマジック事務局「安来市招待事業係」
℡０８５２‐６０‐１８６６

メール info-magic２@susanoo-m.com

●申●問中海・宍道湖・大山圏域市長会事務局
〒690-8540 松江市末次町８６
℡０８５２‐５５‐５０５６／ＦAX０８５２‐５５‐５０５８
メール nakaumi@web-sanin.co.jp

安安来来大大会会
開開催催決決定定

島根スサノオマジックを会場で応援しよう

９月３０日㈪必着

チケットの発送をもってお知らせします。

９月２日㈪～９月３０日㈪

「だんだんサミット Presents 島根スサノオマジック vs

京都ハンナリーズ」と題し開催するｂｊリーグ安来大会に、

ペア 40 組と市内の小・中学生 100 人を無料招待します。

※だんだんサミット…中海・宍道湖・大山圏域市長会。

郵便番号・住所・代表者氏名・電話番号を明

記の上、電子メール・ＦＡＸ・ハガキのいず

れかの方法によりお申し込みください。

件名欄に「安来市招待事業（お子さんの氏

名）」を入力、本文に「①お子さんの氏名（ふ

りがな）、②学校名、③学年、④住所、⑤電

話番号、⑥返信メールアドレス、⑦保護者

氏名」を入力して送信してください。

試合の２週間前までに電子メールによる通

知をもってお知らせします。

・小学生のみの観戦はできません。必ず18才

以上の引率者とご観戦ください。（引率者は、

２階自由席を前売価格２千円で購入できます）

・携帯電話で応募される場合、以下のメー

ルを受信できるよう設定してください。

応募方法（電子メールのみの応募となります）

募集要領（座席はいずれも２階自由席です）

島根スサノオマジック vs京都ハンナリーズ

■「ペア４０組８０人」無料招待の申し込み

ｂｊリーグ２０１３―２０１４シーズン公式戦

ペア４０組と市内の小・中学生を無料招待

だんだんサミットＰｒｅｓｅｎｔｓ

１０月２０日㈰１３時～

安来市民体育館

日時

場所

応募方法

応募期限

当選通知

応募期間

当選通知

注意事項

２３




